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概要 

香川大学では「デジタル ONE 戦略」を策定し、「デジタル ONE 戦略」に基づいた DX
の取り組みを実施している。本発表では、その香川大学の「デジタル ONE 戦略」の目指し

ていることが、どのようなことなのかについて述べる。  
 

1 はじめに 

「デジタル ONE 戦略」[1]は香川大学の第 4 期

中期目標・中期計画[2]において、Ⅱ研究の目標、Ⅳ
組織運営、V その他重要事項で参照され、第 4 期

の重要戦略となっている。2023 年 4 月には、情報

系人材を集約して情報化推進統合拠点[3]が設置さ

れ、デジタル ONE 戦略の司令塔の役割を果たすこ

とになった。それでは、何を目指してデジタル

ONE 戦略が作られ、どこに向かおうとしているの

かを簡単に説明する。 

2 デジタル ONE 戦略とは 

デジタル ONE 戦略は、「デジタル ONE キャン

パス」、「デジタル ONE ラボ」、「デジタル ONE オ

フィス」から構成され、4 つに分散された香川大学

のキャンパスを「デジタルの世界で１つになる」

ことを目標としている（図 1）。 

 
「デジタルの世界で 1 つになる」とは、一言で

いえば「物理的な制約をなくして、どこでも仕事

ができるようになる」状態を目指すこと、である。

もちろん、いわゆるデジタライゼーションからデ

ジタルトランスフォーメーション（DX）に至るデ

ジタル化を戦略の中に内包しているが「物理的な

制約をなくす」ことに焦点を当てていることに特

徴がある。 
例えば、「デジタル ONE オフィス」は、大学の

運営に必要な事務作業を対象とした戦略である。

事務作業における「物理的な制約」とは、「紙の書

類」、「印鑑」、「デスクトップパソコン」、「共有デ

ィスク(NAS)」などが代表的なものである。デジタ

ルの代表のようなパソコン関連の装置も、「その場

所に行かないと仕事ができない」場合には「物理

的な制約」となる。これらをなくすことで「場所に

制約されずに仕事を行うことができる」という状

態が実現できる。仮に、業務効率化を目指して、高

性能のデスクトップパソコンに最新のスタンドア

ロン型のソフトウェアを導入した場合、デジタラ

イゼーションとしては前進したかもしれないが、

デジタル ONE 戦略には貢献していない、というこ

とになる。 
見方を変えると、デジタライゼーションが先に

あるのではなく、物理的な制約をなくすためには、

必然的に業務のデジタライゼーションが必要とな

る、という考え方も成立する。この物理的な制約

をなくすという視点で、組織の本来の目的に立ち

返り、業務の抜本的な見直しを行うことが、DX に

繋がって行くのではないだろうか。 図 1 香川大学デジタル ONE戦略 



3 「立ちはだかる壁」を乗り越える 

一般論として、このようなデジタライゼーショ

ン、DX には、大きな困難が伴う。その理由は、幾

つか考えられる。 
まず、業務の「あるべき姿」を担当者が本当に

理解しているか、という問題がある。担当者は、も

ちろん現状の業務は十分理解できている。しかし、

それは現状の業務の手順であり、その手順に係る

情報がどのような現在管理されており、それをど

のような形に発展させることが望ましいのか、ま

で考えられていることは稀である。香川大学では、

「ローコード・ノーコードツール」を活用して、業

務のデジタライゼーションにチャレンジする試み

[4]を続けている。これは、ある意味で「あるべき

姿」の模索の試みでもある。 
もう一つの問題は、デジタライゼーションその

ものに内在している。一般に、デジタル技術を導

入して、組織の業務の生産性と効率を高めること

を目指す行為を意味し、手作業による処理の遅れ、

人為的ミス、非効率的なビジネス・プロセスを排

除することを目指している。これは、業務を行っ

ている単位を「部署」と呼ぶと、部署の「人員を削

減」し、部署に分配される「予算」を将来的に削減

することを意味する。（当面は）情報関連部署を除

いて、すべての部署の人員と予算を削減すること

が目標となる。従来型の霞ヶ関的な発想からすれ

ば、全く受け入れ難いかもしれない。デジタライ

ゼーション推進者、DX 推進者は、このことを十分

理解しておく必要があるであろう。 
このような心理的抵抗に対抗するためには、抵

抗感の少ない人材を育成して推進する必要がある。

香川大学では、DX 推進に取り組む非情報系の事業

部門職員を任命する「香川大学デジタル ONE ア
ンバサダー[5]（以下、デジタル ONE アンバサダ

ーと呼ぶ）」制度を開始させた。2022 年度には、計

38 部局 65 名の職員が第 1 期「デジタル ONE 
アンバサダー」に任命され、彼らは年度内に 105 の

業務システムを開発した。第 4 期中には、事務職

員のほとんどがデジタル ONE アンバサダー経験

者となることを計画している。 
 

4 おわりに 

最後に、大学において DX が徹底的に進展した

場合、どのような状況となるだろうか、を想像し

てみたい。大学のすべての業務にデジタライゼー

ションが浸透し、ほとんどの事務作業は自動化さ

れ、快適な学生生活と、快適な教員生活がやって

くるのだろうか？ 
大学の役割は、究極的には、学生の学力の到達

度を「学位」として社会的に保障することにある

と言える。仮に、デジタル技術により、受験生や学

生の学力が、かなりの精度で判定できるテクノロ

ジーが開発されたとする。すなわち、英語におけ

る TOEIC や TOEFL のような技術が発展し、他の

学習科目においても実現される、という意味であ

る。また「学習する」という行為も学生の能力や気

質など、個人的な状況に応じて、より適切な方法

がデジタル技術により開発されたとする。たとえ

ば、多種多様な MOOCs のような学習環境ができ

たとする。 
大学の事務業務だけではなく、教育、研究のあ

らゆる業務の DX が本当に進展したとき、もしか

したら大学という存在自体が、大きく問われる時

代が来るのかもしれない。 
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